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1970年3月それまで10年間つづいたカンボジア王国の

シャヌｰク政権のあとに新しい政権が生まれまもたく

クメｰノレ共和国と放り隣国タイとの外交関係も再開さ

れてからはバンコクで催される国際会議にも同国代表

が活躍するようになり各種の情報も迅速正確に与えら

れるようになってきた.そこで今回は最近同国政府

筋からえられた資料その他をもととして次に同国の鉱

産資源とその開発状況についてお知らせすることに

しよう.

クメｰル共和国における既知鉱産物としては次のよ

う恋ものがあるすなわち:一

石炭･鉄鉱･マンガン鉱･タングステン鉱･モリブデ

ン鉱(水鉛鉱)･錫鉱･銅鉱･鉛鉱･亜鉛鉱･アンチモ

ン鉱･ボｰキサイト･金鉱･銀鉱･石墨･黄鉄鉱･粘土

･カオリン･石灰岩･ドロマイト(白雲岩)･珪砂･石

英･燐鉱･サファイア(青玉)･ルビｰ(紅玉)･ジェ

ット(黒玉)およびジノレコン(風信子鉱)などである.

しかしこの内で経済的価値のある埋蔵量をもつと思わ

れるものは現在のところ鉄鉱･燐鉱･石灰岩･粘土

･カオリン･宝石類および珪砂にすぎない.

さらにまたこの他に将来みつかる可静性のある鉱産物

としては石膏一硯石膏および岩塩一カリ塩が陸上に

石油および天然ガスが海面下にそれぞれ期待されている.

この他クメｰル共和国のみならずメコン河下流全域

についても全く未知であったりしられていてもごくわ

ずかという鉱産物もかなりありこれらは大部分がこの

地域には称かまたは存在しない岩石類に伴うものである.

このうち塩基性岩類や超塩基性岩類に伴うものはこれ

らの岩石がクメｰノレ国内に今のところ知られていないの

で当然未知でありクロｰム･コバルト･ニッケル･白

金たどがこれに属する.しかし将来基礎的地質図の作

成がすすむに従い超塩基性岩類の迷入している所もみ

つかるかもしれずそうすればこうした鉱産物も発見さ

れるに至るかもしれない.

一方第四紀の玄斌岩中の若干のものを除げばメコ

ン河下流々域全体がアノレカリ性火成岩の知られるもの

を欠いていて準長石(Fe1dspathoid)を含む避大岩類･

ca･bonatites(火成炭酸塩岩類)およびこれに関連する岩

石類は未だ知られていない.したがってこれらに伴

う鉱床す恋わち霞石(nephe1ine)･Pyroch1ore･濃集燐

灰石などのようなものの鉱床もみつかっ口､ない.

すでにお知らぜしたごとくタイ王国北東部には莫大

,な量の岩塩鉱床がしられまたこれに隣るラオスからも

岩塩の産出がしられておりさらに1970年には北東タイ

で米国地質調査所の手によるカリの探査か行なわれたに

もかかわらず今のところまだカリ鉱床の存在を確静す､

るには至っていない.その他硝酸塩や棚酸塩のよう､

な特殊た環境下に成生する蒸発残留岩もまた未だに発見一

されていない.'さらにクメｰル共和国のみならずメコ

ン河下流全域にわたり鉱床としては知られていないも

のに次にあげるようたものがある:一

水銀鉱物類(火山性の浅熱水鉱床)

燐灰土(水成源層状燐酸塩鉱床)

ウラニウム鉱物類(熱水成硫化物鉱床又は水成源鉱床)

バナジウム鉱物類(熱水成硫化物鉱床又は水成源鉱床)

硫黄

鉱物工業の製品として国内で現在生産されているもの

にはセメント･燐酸肥料･ガラス(ビンなど)および

研磨した宝石類がありその近年の統計は第1～4表に

示すとおりである.一方全国的な地質調査事業は第

二次大戦前はこの国を占領していたフランスの手によ

って主として1930年代に行なわれその成果はインドシ

ナ地質調査所およびベトナム地理院から50万分の1地質

図幅(全22葉)200万分の1全インドシナ坤質図(現在

のベトナム･ラオス･クメｰルをおおう)その他各種の

報告書として出版されている,�
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第1図クメｰノレ共和国略図

第2図

クメｰル共和国鉱産図

鉄1.Phno㎜Rumdek2.Khba1stmg3,PhnomDeck

マンガン4.Chhep水鉛5.PhnomBasset

銅6.Rovieng

錫7.KnongAyアンチモン8,SrePeang

鉛9.BanChai1O.Samrong亜鉛11.Sa㎜rong

金12,BoSupTrup13.Rovieng14,Bokhan

ボｰキサイト15.Batta血bang

ボｰキサイト質土16.Sen㎜onorom,HautChhlong

肩炭17.BanTa1at

燐鉱18.Batta㎜bang19.TukMeas

石墨20.Cos1a21.P血nomChacKhley

石灰岩22.Battambang23.ChaたreiTing

白雲岩24.ThereaBarivoatセメント25.=23

カオリン26.Trasey27.KompongChhnang28,Prekak

カオリン質粘土29.=2730,Pre止ak昌2831.目23

ボｰキサイト質粘土32.HautC㎜㎝g=16

サファイア･ルビｰ33･Pa三1in34.Cha㎜nop35.Rovieng

=1336.Boたeo

黒玉37.KompongSra1au38.KompongS蝸1au

パゴダイト39.Trasey=26�
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戦後フランス政府の技術援助により1966年から19

70年にわたり地質図幅調査(ならびに鉱床調査)が行

なわれその成果は20万分の1図幅として東西･南北

各経緯度一度の広さのものを一図幅として説明を付し公

刊されようとしている.

以上の基本的な地質調査の他に1960年代には鉱産資

源について各種の国外からの技術援助計画が実施された.

1958-1960年には中共政府により鉄･マンガン･石

灰岩および石炭を対象とする調査団が派遣され1960年

にはこの国の政府は6台のボｰリング機械“tu工boburs"

をソ連から購入またソ連専門家を石油探査のため招い

ている.1960-1961年にはポｰランド政府派遣の調査

団か北東部において試錐をもふくめて石油の調査を行な

っているカミ結果は思わしくなかった.つづいて1961

-1962年にはRoya1DutchShenグノレｰプによる調査隊

が同様石油の探査を行ない図面を付した報告書を公け

にしている.前述の1966年から1970年にわたるフラン

ス(B.RG･M｡)の地質図幅調査に当っては地質技師2

名がCardamomes･Ratanaki工i(またはRattanakiri)

およびM1ondu1kiriの諸地域で石油探査を実施した.

最近石油探査の許可を同じくフランスのEntreprisede

Rる｡herchesetd'Acti∀玉tるsPるtro1iさres(ERAP)がクメ

ｰノレ政府から得ている.

一方1961-1966年の間フランス政府派遣の調査団は

各種鉱産資源の調査に当りその対象は鉄鉱･銅鉱･鉛

鉱･マンガン鉱･水鉛鉱･錫鉱･亜鉛鉱･金鉱および燐

鉱などの広さにわたった.1964年には国連メコン委員

会の援助によりフランス人の専門家かボｰキサイトの

徴候地について調査をしつづいて1965年から!968年に

わたる間国連開発計画派遣の技術援助専門家が同国政

府に所属して前述1964年の調査にひきつづいてのボｰ

キサイト調査カオリン調査工業用粘土･石英および

石灰岩鉱床などの調査に従事し報告書を提出している.

以上の各種調査はソ連･中共･ポｰランドなどの共産

圏諸国政府の援助かフランス政府のそれであり国連

の援助の場合もフランス人が従事していることは先の

シャヌｰク政権の性格･攻策の一端を示すものとしても

興味深い事実である.

さてかように実施された調査の結果はどうであったか

とみるとその調査のために新しく生産か開始されたり

生産量カミ増加するに至った例はむしろ少なくことに金

属鉱床の場合には全体として量･質のいずれかまたは

いずれもが商業べ一スにはのりがたいものカミ多い.顕

著な例としてあげられるものはKnongAyの錫鉱床に

ついてフランス人専門家カミ実施した徹底的な調査であ

ってその結果は同鉱床は経済的な開発にたえないとい

う結論であった.もっとも中には有望な結論に至った

ものもありその例としてはセメントおよび石灰の原材

料の石灰岩が多量確認されたことや小規模なものなが

ら稼行可能な燐鉱鉱床のみつかったことがあげられる.

もっとも筆者の私見をもってすれば前の例は地質技師

の目からみればむしろ以前から十分判っていたことであ

り今次調査の大成果とはいいカミたい.

窯業原料調査の結果は鉄鉱やマンガン鉱の場合と同

様ある程度の成果が上ったということができよう.

上にのべた期待すべき成果あるいはその反対の成果を

もたらした調査の他に第三の範嬢の調査としてあげら

れるものに調査不十分のものがある.これはその鉱床

カミ生産にまでもっていけるものかどうか不明のものであ

ってさらに調査を行なう必要のあるものである.こ

の類別に入るものとしてはことに鉛･亜鉛･銅匁どの

諾徴候地およびボｰキサイト･石炭があげられる.

第四のグノレｰプの調査としてあげられるのは歴史は

永いカミその生産が不規則でかつ大部分統制のない金お

よび宝石についての再調査であろう.このよう恋調査

を全国について行ない政府の統制下に合理化を行なう

ならばこれら鉱産物の生産が増加するのは疑いをいれ

ないといわれる.しかし筆者のみる所ではかかる歴史

的土俗的鉱産物生産形態はタイ国の宝石の場合にも

みられることであってたとえ強力な独裁者または独裁

的集団が政権を握り強権を発動して生産に当っても中

共の場合にみられるような革命的な心的変革が全国民に`

わたって行なわれない限りあまり成果は上らずむしろ

現在のビノレマの宝石採掘業にみられるという民衆の怠業

による生産の低下とか他国への密輸の増加とかいうも

のをみるだけに終わるのではなかろうか.

最近政府は国際入札による鉱産資源の開発を企てる

などこのところ活発祖動きをみせてはいるが以上の

べ来ったところでおわかりのように鉱産資源の開発は

本当にまだ緒についたばかりであって今後新しく公刊

されていく20万分の1の地質図幅を十分に活用しこ

の地質図幅や過去に蓄積された各種資料を基礎としての

地質区の考えを応用し同時にさらに基本的地質調査･

基礎的研究を強力におしすすめることと相まっての各種

鉱床調査が必要である.現在は戦乱の中にある同国に

ただちには望めないにしてもこのような基礎的調査･

研究と現在までその種機関の全く狂い現地における地

質･採鉱の専門家養成の分野において日本カミクメｰル

共和国に対して行ないうる協力は日本人全部カミ考えて

いいことと思われる.�
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策1表燐酸肥料生産額

�11…年�1969年�1970年1)

�…■■■11■�1■�■■

便用原料���

ToukMeas燐鉱石�不明�11,560m3�3,073ms

R6no燐鉱石�不明�なし�1,597t

製品���

鴛1;:二:llζl/��12,586t�732t

��㌳ぴ�

��板し�3,938t

�1,lT揚稼働瑚闇Rか月皐盗料:クメｰル共和国政府1972年��

第3表宝石類生産額

�,�･…年1�1…年1�1970年

一■■■■■■1�■■■�■■�■■�

研磨ずみルビｰ･サブ��カラット�カラット�

アイア��1,438�2,491�

研磨ずみジルコン･紫��カラット�カラット�

水晶･ガｰネット��250�2,094�

宝石用ジルコンBokeo�1.5t(推定)���

産のみ����

未研磨サファイアNima����

及ぴChapong産��5.4139�48.0429�

19=5カラ､ソ1､��r瞥料1クメｰル共和圃政府�1972隼)�

1)､工場稼働期間3か月半

資料クメｰル共和国政府1972年

19=5カラット

(資料.クメｰル共和国政府1972年)

第2表セメント生産額

第4表ガラス生産額

�1967年�1968年�1969年�1970年1〕

�トン�トン�トン�トン

便用原料石膏���2,698�1,743

�不�不��

酸化鉄���2,600�1,883

石灰岩���84,844�64,612

�明�明��

粘土���18,6{9�16,163

製品ポｰトラン����

ドセメント�58,000�不明�59,169�38,137

��1､稼働期間4か月.コニ場は1970年4月夫および7月の2回にわたり��

1)稼働期間4か月コニ場は1970年4月末および7月の2回にわたり

共産軍の攻撃をうけ破壊さる.不稼働期間はその修復と工場防備

にあてられた.(資料:クメｰル共和国政府1972年)

さて現在までに調査･開発された鉱産資源中もっと

も著名なものはPhnomDecしの鉄鉱床であって現

地の人々の間では古くから知られ小規模ながら利用さ

れてきたものである.埋蔵量は鉄分約50%の鉱石にし

て数百万トンとされ過去において何度か大規模開発を

めざして調査が行なわれたものの鉱量･位置などの理

由からいまだ本格的開発には至らない.

グアノ型の燐鉱々床はBattambangとKampotと

の両県に知られ全埋蔵量はP.O.20%の鉱石で70万

トン程度とされKampot県における生産は1968年には

11,330t1969年には11,560が!970年には3か月半

で3,073㎜3に上った.これら国内産の燐鉱石を使って

P.O.18-20%の燐酸肥料が製造されていて1969年に

は12,600t1970年には3か月半で4,700tの生産をみ

ている(第1表).

現在までのところ最大の埋蔵量をもつとされる鉱産

物は石灰岩で壱千万tの鉱量ありとされたカミ実際

にはこれよりはるかに多いと思われる.地質時代から

いえば石炭紀一二畳紀のもので化石も多く日本の地

質学者によっても研究されている.一方粘土も鉱量

100万tほどのものがすでに知られていて石灰岩とと

もに国内セメント工業の原料となっている.その

製品のポｰトランドセメントの産額は1969年には約6

万t1970年には4か月で4万tに上った(第2表).

�1967年�1969年�1970年

�トン�トン�トン

一■■���

使用原料珪砂�不明�3,O00�2,200

石灰岩�不明�300�150

ドロマイト���

(白雲岩)�36�500�250

重晶石�不明�50�25

棚砂�不明�150�75

螢石�不明�100�27

製品細小ガラス器��55トン�38トン

��約34万個�約24万個

重ガラス器��1,245トン�547トン

��約354万個�約192万個

ビン類��2,849トン�1,338トン

��約600万個�約323万個

��(盗料:クメｰル共和国政府1972年)�

(資料クメｰル共和国政府1972年)

一方サファイア･ルビｰ･ジノレコンのような宝拓類

は現在のところこの国第一の高価な鉱産資源でサフ

ァイア･ルビｰのような鋼玉宝石は常に古期第四紀の

玄武岩に伴いその噴出源地点付近に発見される.そ

の生産形態から宝石原石の生産統計はタイ国と同様正

確なそれを得ることは至難の模様であるが研磨製品と

してのルビｰおよびサファイアの生産額は1969年に

1,438カラット1970年には2,491カラットとされてい

る.一方未研磨サファイアの生産額は1969年には

5.41391970年48.0429という(第3表).

珪砂はすでに日本ガラス製造業界の注目するところと

狂っているがシャム湾(またはタイ湾とよばれる)沿

岸に無尽蔵に近い鉱量カミあるとされる.この珪砂その

他の国内原料を用いてビンガラス匁どの製造工場カミあ

りその生産高は1969年に4,000t以上1970年には

1,900t程度であった(第4表).

鉱産資源各説

宿炭

国内には炭徴の知られたものか無数にあるが今ただ�
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ちに開発しうるものは発見されていない､1958年から

196!年に至る間ヰ共政府派遣の調査団が次の各炭徴に

ついて調査を試みている:一

�

㈩

㌩

�

�

KamPot県BosDa1〕ユbangの石炭･二畳紀層

Ko皿PongThom県ChhepSoneanユおよびPhno工n

Keiにおける三畳紀(レｰティック)層

Krati6県SrさRonea独およびPhnomKhonpuhの三

畳紀(レｰティック)層

StmgTren9県BanVoem-NhungおよびBanTa1at

のジュラ紀(ライヤス)層

Battambang県phno血SamPouの二畳紀層

この調査団が特に重点をおいたのは冶金用のコｰク

ス用炭(強粕結炭)の探査であった.しかし調査の結

果は唯一つの例外を除いてあとはすべて石炭の品質カミ

ｰ走しなかったり鉱床カミ小さかったりで開発のみこ

みのあるものは一つもみつかってい放い.

唯一つの例外というのはRatanakiri県VoeuneSai

南西方30kmTon1るSan河谷中のBanTa1atの炭層

である.この場合炭層がみられるのは砂岩･頁岩か

らなる厚い三畳一ジュラ紀層中の申･下部ジュラ紀の部

分である.この三畳一ジュラ紀層はこの国北東部に

約25,000たm2の広大な地域をしめる浅い盆地をなし主

としてStmgT工eng県のメコン河東岸にある.この盆

地のジュラ紀層中に27枚の炭層があり大部分は薄いカミ

その確定埋蔵量は700万tに上ると報告されている.

ただし各炭層が稼行可能た厚さ･拡カミりをもつものかど

うかは不明である.分析試料数は明らかでないが分

析結果は発熱量7,600-8,100ca1/9m揮発分平均30.2

%灰分平均37.5%硫黄0.7レ3.44%という.

宿泊および天然ガス

石油および天然ガスは現在までのところ知られてい

狂い.かつてTon1るSapの湖一(大湖ともいう)の周

辺地域に多分石油が存在することを示すと思われる徴候

カミある.あるいは石油が埋蔵されている荏どという話

もあったもののこれらについてはその後調査･開発さ'

れたことをきかない.筆者の私見をもってすればこ

の地区における第三紀以新の堆積層は薄いものと思われ

少なくともこれらの地層申には石油･天然ガスの存在

は期しカミたいと考免られる.

しかし地表の徴候は国のいずこにもないにしても過

去15年間には石滴･天然ガス見当ての大小各種の調査が

行なわれてきたことは次にのべるとおりである:一

E.SムURIN(1944.1954)カミこの国の石油･天然ガス

に関する概略の記述をした後1960年から1961年にわた

ってR.STR身醐肌sKIとA.T0K畑sKIのひきいるポｰ

ランド政府派遣の調査隊カミ石油の可能性と地質構造との

調査を行なっている.その後1961年から1962年にわ

たってはP.BLEsERとP.CoELEwIJのひきいるの

Roya1DutchShe11調査団カミ調査を行ない地図を付し

た報告書を公けにしている.1967年から1969年の間に

至るとフランス政府派遣のBR.G.M.地質図幅調査団の

内Rル〃｡〃θLAN肌EおよびB.MARTINDEVIYIEs

の二人がCardamomes･RatanakiriおよびMondu1たiri

の地区の石油調査に従事した.その結果では含油層

があるとすれば.その基盤をなすものはカンブリアｰ

シノレリア紀およびデボンｰ石炭紀の変成岩類からなって

いるという.陸上にあってはこの基盤上にのる水成岩

の地層は厚さ時に1,000mに達する二畳紀から白亜紀

におよぶものである.剛体内の型に属する内陸成語盆

地にあっては三畳紀砂岩および白亜紀砂岩(フランス

人地質技師のいう上部砂岩層)およびところによっては

二畳紀石灰岩の破砕されたものなどが滴槽岩たりうると

思われる.油源岩(母層)として考えられるものには

二畳紀層三畳紀および古期ジュラ紀のライアス世の黒

色粘土類があり帽岩(油差岩)として考えられるのは

三畳紀から白亜紀にいたる泥岩層がある.二畳紀層

三畳紀層の構造ははげしい榴曲と多数の断層があり一

方これより新しい地層は構造がもっと大きくゆるやかな

ところから油層はおそらく構造によって生じたものと

思われる.陸上では有望地域がほとんど泣くわずか

に北東部および南西部両地域の小区域が少しばかり興味

ありという程度である.

海面下(シャム湾の)についていうとお毛らく中生層

カミ陸の方からのびていてその構造は背斜状ではたいか

と思われる.その上にくるのは西部ではおそらく厚さ

2,000mに達する第三紀層でか在りの大きさのゆるい

構造がこの盆地内に期待される.したがって海上探査

はまだ不十分ではあるが大陸棚地域で組織的な石油探

査を実施する価値は十分あると思われすでに若干の計

画が実施されつつある.最近クメｰノレ政府は陸上･

海上の石油鉱区入札を報じておりフランスの石油会社

且L.F､は現在大陸棚25,000平方哩について鉱区をもっ

ているがその内8,000平方哩だけを今後保有したいと

のべている.

鉄鉱

先にのべたごとくこの国随一の鉄鉱床としてPhn0皿

De･kのそれがある.この他鉄鉱々兆カミ多数北部から

報ぜられているもののどの程度のものであるかを判定

するに足る資料カミ現在のところ集っていな{･.しかし

ながら今までの資料の示すところでは近年ようやく明�
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らかになりつつあるタイ国南東部のこの国に隣接する

地域の先カンブリア紀のものかといわれる縞状鉄鉱鉱床

かか怒り大きな埋蔵量を有するごとく思われしかも

これに類似する鉱床がこの国にもかなりある模様である

から今後調査･研究カミすすむにつれこの種水成源そ

の他の縞状鉄鉱鉱床の大きなものが先カンブリア紀や

古生代の地域に発見される可能性は大きいといえよう.

疋h皿｡m皿㏄k(105.03個;13｢4N)PreahV油e砒県

本鉱床は1962年中共政府派遣の調査団によって平均

鉄分51-56%の鉱石600万tの埋蔵量があるとされる

この国唯一の既知鉄鉱鉱床であるがROviengの町の南

西15kmKompongThomの北74kmにある.戦前

･戦後を通じ何度も調査されたから鉱量･位置その他

の理由からいまだ本格的開発に至らないことは前述のと

おりで本鉱床の詳細についてはその他の鉄鉱々光地と

ともに地質ニュｰス194号(1970年10月)55頁にのべた

ので同項を参照願いたい.

燐鉱々床

これまで知られている燐鉱鉱床はすべて二畳一石炭

紀の石灰岩が溶蝕されてカノレスト地形を和している場合

層をなしたり割れ目をみたしてみられるものでおそら

く(こうもりによる)化石グアノが石灰岩に化学的作用

をおよぼしてできたものと思われる.この国の石灰岩

はカルスト地形を呈するものが多くしたカミって燐鉱々

兆はほとんど至るところにこれを見ることができる.

これらの燐鉱鉱床は多年にわたり知られてきたもので

あるが次の二か所のものが現在調査･開発されている.

すなわち一つはKampot県のTukMeas(またはTou長

Meas)他の一つはBattambang県のPhnomSampeou

である.

附k眺銅鉱床は1919年から!931年の間に採掘され

たことカミあり1930年の生産額1,100tという記録があ

る.Kampotの町の東北東45kmにありKampotの

沖積平原中に島状の丘となってそびえ立つ石灰岩中に

カノレスト地形の溶蝕の産物である袋状のくぼみや割れ目

の中に鉱床カミある.1960年SOci6tるFinanciさredu

Ca㎜bodgeカミBattambangの鉱床とともに当鉱床の地質

調査を行たいその結果燐鉱のP.O｡含有量は11%か

ら26%の間で変化し可溶度が57%で肥料としては原

鉱を100-150mesh(粒径100-149micrOns)に砕げ

ば輸入粉砕燐鉱よりもまさるということである.確

定鉱量は平均品位P.O.20%で32万t(1968年)と

される.丘麓に原鉱の粉砕･処理工場カミｰつ設けられ

1966年7月稼働を開始し曳在So･i6t6Khmさ･･ae

Phosphatesの手により計画年産12,000t(P20520%

の燐酸肥料)を実施中で1968年の生産は平均品位P.O.

20%のもの11,330tに達した.将来さらに調査すれ

ば近隣の石灰岩丘中にもこの種鉱床が発見されるも

のと思われる.

臨批amb胴g県眺㎜㎜Sam岬｡u鉱床はPai1inへ

の道路にそってあり地質の状況はTuしMeasのもの

と同様である.1960年のSoci6t6Fin･nciさ工eduCam-

bOdgeの調査結果も前述のとおりで埋蔵量は1960年現

在推定鉱量6万t可能鉱量30万t合計36万tに上る.

層状あるいは角礫状を恋す燐鉱はかつて音採掘されたこ

とがある.本鉱床についても将来の組織的調査によっ

て近くの石灰岩丘に同様の燐鉱床の発見されることは

十分に期待しうる.さらにこの国南部および西部の無

数の石灰岩丘には至るところにこの種燐鉱鉱床の袋状の

ものの存在が期待され加えてかかる石灰岩層申には

地下にもかくされた鉱床のある可能性が大きい.

定宿用鋼玉類一サファイアおよびルビi

国内随一の高価な鉱産資源としてあげられるものにサ

ファイアおよびノレビｰのような宝石用鋼玉類がある.

全国各地に各種の鉱床･鉱兆があり規模･品位の差こ

そあれ地質学的見地からするといずれも同様のものであ

る.サファイア･ノレビｰのみならずジノレコン･スピ

ネルをも含めさらに国内のみならずメコン河下流々域

にあってはかかる宝石類はすべて付近に露出する第四

紀玄武岩類から大部分または全部由来した沖積鉱床･残

留鉱床の中に見出される.この種第四紀玄武岩類は

メコン河下流流域にきわめて広く分布しており最大の

分布はベトナムの南部にみられるかここでは宝石類の

産出は報告されてい狂い.しかし国内各地･タイ･ラ

オスの第四紀玄武岩類は宝石を含み宝石の鉱床として

稼行されている.

ところでこれはこの国のみならずタイ国において辛

みられることであるがかかる宝石の採掘はいずれの時

代にも当時の中央政府からみれば無統制で採掘法は効

率がわるくその探査･開発･商品の取引のいずれにつ

いても中央政府の監督はほとんどおよんでいない.し

たがって生産額について正確径数字は期待することはで

きず第3表その他の資料にみられる統計は単に概略の

規模を示すだけのものでしかも実際の額を下まわるも

のと考えてよい.

前述のごとく宝石用鋼玉類にあっては古期第四紀玄

武岩の風化したものの中にあるかまたは同岩と間接的�
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に関係ある沖積鉱床や残留鉱床となってみられいずれ

の場合にも玄武岩噴出源の地点付近に存する.したが

ってKompongCham･Ratanaki工iおよびMondu1たiri

の各県に広く分布する玄武岩流･岩床の類には宝石がみ

られず反対に20万分の1の地図にやっと示すことがで

きる程度の小さな玄武岩が宝石を含んでいる次第であ

る.これら宝石の由来について現在一般に信ぜられ

ている説によれば玄武岩を作った岩漿が先カンブリ

ア紀の片麻岩の中を通過してくる際同岩から各種の鉱

物を捕え運んできた結果であるという.すなわち玄

武岩質岩漿中に遊離したアノレミナが作られたり濃集し

たりすることはまず不可能な点からおそらくは玄武岩

は単なる選鉱岩であってこのアノレミナ分は多分酸性の

一上記片麻岩のような一基盤岩からとり入れられ地表

に運ばれてきたものでそのままあるいは多少の化学的

変化をうけてから再結晶して宝石を存したものという考

えである､宝石の産地としては西のPai1in北東の

B0島0の両地域がある.

Battambang県Pai1in(102W'E;12.51'N)は良質

のサファイアの産地としてこの国や隣のタイ国のみな

らず世界的にも有名である(第3図参照).おもな生産

宝石はサファイアでルビｰ･ジノレコンも採掘されス

ピネノレも生産がある.しかし1962年の概査の結果では

�

ジルコンが実際はもっとも多いということである.

おもな宝石産出地域は2か所あり1つはPai1inの町

の周辺で他はその南東約22kmのBanKhba1stu階

Sam1otにある.サファイアはおもに第1の産地から

第2の産地ではルビｰがサファイアより多い.鉱床は

いずれも原母岩である第四紀玄武岩に由来するもので

沖積鉱床･残留鉱床および風化した玄武岩そのものであ

って原母岩の玄武岩の風化がは放はだしい場合にはこ

れからも宝石を採取することができる.

Pai1in地区は少なくとも1875年以来常にこの国の宝石

生産の主要な中心地であった.採掘はただ手と椀がけ

によるものでいまだかつて組織的な機械による採掘法

が試みられたことはない.1912年頃までには数千人

に上る労働者が常時働いていたがそれ以後採掘は不定

となっている.Pai1in地区からの宝石の生産額を概略

たりともつきとめることはこれまで全く不可能とされ

てきたカミこれは宝石の販売そのものを数量のはっき

りする統制のとれた形にすることがいつの時でも不可能

であったことによる.したがって多量の宝石が国外に

密輸されたり不法に売買されていることは瞭然たるもの

があるけれども少たくとも1945年以前にはサファイア

･ルビｰ両者を合わせてその生産額は年額2,000カラ

ットから5,000カラットの間であつだろうと推定されて�
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いる.第二次世界大戦直前の数年間におけるP･i1in地

区の青サファイア(サファイアには他に無色･黄･緑

･紫･黒･灰など各種の色のものがある)の生産額が次

のように記録されている.一

カラット(重さ)

1,OOOピアストル(価格)

･…1
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第3表にはPai1in地区を含めた国全体の最近年の生産

額が示されている.

狭義の臨Hi皿地区(第三図参照)

狭義のPai1in地区はTadet山塊の三畳紀砂岩地域北

縁にある.結晶片岩･千枚岩よりなる基盤岩の上には

三か所の玄武岩の小露出がみられ古期沖積層は結晶片

岩と玄武岩との間に挾まれたものが数か所にありした

カミって玄武岩の噴出は古期沖積世にあったのではたい

かと考えられている.

採掘されている宝石は大部分サファイアでルビｰが

これにつぎ他にジノレコン･スピネノレがある.鉱床は

玄武岩の風化･破砕されたものからなる残留鉱床結晶

片岩類の破片風化した玄武岩の破片などの混在する重

積鉱床あるいは沖積鉱床をなす.既知沖積鉱床中に

は厚さ数mの宝石を含まないシノレト層におおわれかつ

基盤岩上に直接のる厚い宝石含有層が知られている.

Samlot(又はSamRot第三図参照)

当地区は前述のとおり狭義のPai1in地区の南東約20

kmの位置にありTadet砂岩山塊がSangKer(また

はSangKさ)河の上流の谷によって切られるところにあ

る.BOL･ng村とタイ･クメｰル国境との間に数か

所ごく小さな玄武岩の露出があるカミこの玄武岩から下

流側ではSangker川の沖積層は宝石を含む.さらに

南のSangker川の一支流であるOS1apChh㎜a･には

これも宝石を含む平坦地がありこの場合には源母岩

と思われる玄武岩がみつかっていない.Sa皿1otの採

掘地区は昔から知られてはいたが開発の始ったのはご

く新しくBoLang村が中心である.この村は治安状

況カミわるいにもかかわらず1970年には急速に拡大して

いた.生産はかなりの額に上ると思われるがほとん

ど全部ビｰルである.

Chamm漣(又はChumNeap104.35･E;'11湖'N)(第4

図参照)
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第4図Chamnop宝石産地付近の地質略図インドシナ50万分のユ地

質図PakNam図幅(1971)より沢田作成

当地区はPai1inとクメｰル･ベトナム国境の南西端と

の中間にありKohKong県に属する.この地区は砂

岩から恋るCardamomes山地の中央部にあり北東一

南西方向の玄武岩流がSungChaiArengという川の谷

にそってみられる.その谷頭であると同時にこの玄武

岩流の最上端にあたる部分に玄武岩溶岩に由来する残

留鉱床･沖積鉱床が小面積をしめていて宝石用鋼玉と

ジルコンとを産する･きわめて良質のサファイアが多

年にわたり原始的た手作業で稼行されてきたが鉱床の

正確な位置拡がり埋蔵量などについてはまだ明かに

されていない.

he眺Vihe趾県Chm皿｡皿(又はPhnomChnuon105.

15/E;13,261N;Roviengの北東17し㎜)(第5図参照)

当地区では緑色砂岩･礫岩時に頁岩からなるきわめて

厚い三畳紀層があって同村付近で小さな第四紀玄武岩

がこれを切って露出する.鉱床は宝石を含むこの玄武

岩の露出に近くかっこれに由来する残留鉱床･沖積鉱床

で玄武岩の露出の小規模荏ところから地表における

鉱床もそう大きなものではたい.宝石として採取され

るのは主としてジルコンであるがサファイア･ルビ

ｰの産出も報畦られ現地住民が時々椀かけによって採

取する程度である.ただ当域の玄武岩について興味

深いことは曹長石の団塊をも含むことである.

P鵬舳V汕e鮒県砒mei(又はPhumThmei105.16'E;�
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第5図

Thmei付近地質略図イン

ドシナ50万分の1Khong地

質図(1961)東部図幅より沢

田作成

13.38'N;Roviengの北々東35k皿)(第5図参照)

当地域ではデボン紀一石炭紀層を基盤とし二畳紀の

安山岩質岩類の噴出･避入のあった広大な地域にわたっ

てこの安山岩類がいくつかの鮮新世一第四紀玄武岩の

小噴出によって貫かれている.そしてこの玄武岩中に

は撤櫨石･曹灰長石･スピネノレなどの斑晶が袋状や胞

状をなして集合しているものカミたくさんある.

宝石の産地は二か所あって一つはThmei村の3km

南東にありも一つは同村の西約2しmにある.両所

とも宝石を産しサファイアがおもで少量のジルコンも

産する.鉱床は残留鉱床またはあまり運搬距離の大き

くない沖積鉱床でいずれも玄武岩の風化に由来し近

隣の農民カミ時々小規模の採掘を行荏っているにすぎない.

皿｡kさ｡(又はAndaungPich概略107.10'E;13.N)

本域はこの国北東端のRatan荻iri(またはRattan出i工i)

県々庁所在地のLOmphatの北東33良mに位置し約

1,500ヒm2にわたる広大な玄武岩台地に位置する.こ

の玄武岩が宝石の源母岩で鉱床は各地に散在する広大

な残留鉱床'沖積鉱床である.宝石の由来についての

説は一般にはPai1inの場合と同様のものが信ぜられてい

る.この地域でもっとも普通の宝石はジノレコンで工

業用のものもある.結晶は良質の巨晶をみることも稀

ではたく工業用ジルコンはハフニュｰム含有量がきわ

めて少ない.サファイア･ルビｰはきわめて稀で宝

石用の柘榴石･スピネルも若干産する.ここでも採掘

は全く手によるもので椀がけ･飾･手で動かすジグな

どカミ用いられる.この広大た】3okさ｡の玄武岩台地上

の宝石産地地区としてはBo蛇｡･BoLoi･BoNoac

･BoTu㎜その他がある一最近Bo蛇｡地区のBoHei

の鉱床について精査したところでは31ヘクタｰノレ

(0.31長m2)の地域内から約1億5,000万カラットのジノレ

コンが採取されるみこみでその内6,100たgは宝石用

19,500とgは工業用であるという.また計算によると現

在の稼行方法ではジルコンの65%から85%はすてられ

て回収不能の由である.採取したジノレミンはほとんど

全部カミK9単位で売却されわずかに全産額の2.5%が

研磨され宝石として売られているにすぎない.

Pai1inの場合と同様産額の信用しうる数字はなく

政府側の推定では1966年度に!,200kgから1,500ヒg程

度とされ価格は不明である.今次大戦直前の数年間の

サファイアの産額は次のごとく記録されている:一

1…ll

Bokさ｡のサファイア

1,000ピァストル(価格)1.5

･…i

��

1…l1…

��

�

なおこのサファイアは白サファイアと記されているがあるいはジ

ルコンのことではないかとも思われる.

近年政府によりSociるtるNationa1ed'Exp1oitationet

deComme工｡ia1isationdesPie工resetMるtauxPr6cieux

etSem㌧P･6･ieuxなる機関が設けられ宝石類の生産と

価格とを統制することに放っている.

現在宝石産地はいずれも採取方法･組織などいずれか

らするも将来格別発展の望みはない.政府が直接監督

して採掘作業を組織化し統制しうるならぱ政府の歳入

は増加し労働条件も改良され鉱床の開発はずっと能

率のよいものとたろう.しかしたがら近い将来にかか

る状態になるみこみはまずなく実際上行政上の困難は

きわめて大きいこと世界の他の僻遠の地の宝石産地に

おけると同様である.すたわち採石集団は移動性があ

り密輸その他政府による売買の統制をさける各種のル

ｰトカミあること匁どもまたそうした困難の一因である.

自然金

国内には五県に金の鉱兆と砂金の採取とが知られ

その内重要な県は北西のOddarMeanChey県北部

中央のPreahVihear県および北東のRatanaたi･i県であ

る.鉱床は鉱脈をたすものと砂鉱床とがある.近年

における全国の産金額は次のとおりである:一

年次産額(kg)

ユ963208

1964185(推定)

1965140(推定)

1966125(推定)�
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1)Oω趾M6a皿Chey県

思｡SuρTr叩金鉱床はBanteayChhmar(103.06/

E;14.04'N)に近くThmarPuokの北東約25しm一に

ある･初生鉱床は厚さ30･mから4mの網状の石英脈

をなしこの石英脈はデボン紀一二畳紀の頁岩･石灰岩

その他に貫入する微花筒岩々脈に伴う.脈中には金の

他痕跡程度の黄鉄鉱･閃亜鉛鉱･方鉛鉱･黄銅鉱およ

び孔雀石ならびに銀若干を含む.この金鉱床は少祖く

とも1877年来地表で手掘りが行柱われまた1905年から

1911年にわたっては一私企業が地下採掘を行なった.

1929年の評価では平均トン当り159の金を含むものと

して44万トンの鉱量すなわち金量6.6tの埋蔵量あり

とされた･鉱脈･地表兆候および尾鉱については19

61年から1965年の間試錐(コアの全長1,000m以上)

を含めさらに調査が行なわれた.コアによっては合金

量の高いものもあるが主要鉱脈群の全平均品位はt当

り金4,149銀3,749にすぎず地下採掘を行なうに

は不十分とされている.鉱脈によってはこの平均より

はるかに高い価を示すものがありたとえぱt当り

金94,429銀111089のものもあったがいずれの場

合も連続性に乏しい.

当地域における合金沖積層の調査結果ではその面積

約20とm2平均品位m3当り金約0.59であった.なお

当域には人工湖があって採金のための凌藻可能という.

したカミって当域は採掘再開の可能性ありとI思わんる.

2)趾e泌V岨e趾県

RoVi帥g地方の鉱光地群としては次の三つの主要鉱光

地が知られている1一

11)PhnomDeck村(賂105.01'E;1"91N)付近の沖積鉱

床

(2)PhnomDeck西北西8kmのRo旺Deyにある鉱脈鉱床

(3)Phno皿Deck西14k:皿のPhno1皿Lung(104.57･E;

13.22'N)の鉱脈鉱床

これらの諸鉱床はいずれも手ばりで掘られ現在も採

掘中のものもある.PhnomDec長およびPhnomLung

にあっては1956年来ほぼ連続的に露天掘が行なわれてき

ている･全産額は1962年の推定では年産金量約150kg

とされた.

(1)跳nom巫㏄k

PhnOmDeckにおける沖積金鉱床は紐生起源の砂鉱床

でその源となった初生鉱床については不明である.た

だしPhnomDeckの花崩岩地塊の鉱脈を胚胎するもの

とは明らかに関係ありと思われる,昔時本鉱床は手掘

りで稼行され近年に至りやや規模の大きい砂金採取を

みた･本鉱床よりの砂金は0.1-3.5mm大で申には

稀に1509もの塊金をだすこともあったが現在はすで

に掘り尽されたともいわれいずれにしても経済的価値

は少ないとみられている.

(2)Rom一晩y

本鉱床は合金石英脈一つからなり幅3-90cm金の

他少量の黄鉄鉱･黄銅鉱および毒砂(硫砒鉄鉱FeAsS)

を含みモンソナイトｰ花商岩の迷入体をよこぎってい

る.本鉱床もまた1961年一工965年の聞試錐(コアの

全長500m以上)による調査の対象となったがその結

果は結論をみいださずに終わっている.すなわちかな

り高い金の含有量が多数えられ中にはt当り合金量

1919という一例もあったがその値のばらつきがひど

くまた試料数も少なかったため確実た埋蔵量を得る

ことは不可能とたった.計算によれば鉱量は12,639t

平均品位はt当り金量7,169から20.49したがって

含有金量は90kgから258たgの間ということになる..

結論としては本鉱床の組織的な地下採掘は不能である

がさらに調査の要があろうとされている.

(3)PhmomL皿ng

本鉱床は上記RomDey鉱床の西6kmPhnomLung

という丘の東麓にある.鉱床はヘノレシニアンの半花商

岩･花闇岩中の網状石英脈で痕跡程度の黄鉄鉱･磁硫

鉄鉱･黄銅鉱･方鉛鉱･閃亜鉛鉱･銅藍(CuS)･輝銅鉱

(Cu.S)･毒砂･自然蒼鉛･te11u･obismthite(Bi.Te｡)

を含む.初生鉱床より生じた残留･沖積砂鉱床は品位

がt当り平均金約209銀約1.59目下盛に原始的

な方法で採掘されているが生産量は不明である.本

鉱床は現在のところ常時稼行されているこの国唯一の金

鉱床で1962年一!963年の聞に調査された.

3)Ra他11akir亘(又はRa雌anakir量)県

本県にあってはSeSan(またはTon16San;Se=

川)およびその支流の河谷中には多数の砂金兆があり

時々椀かけ法により稼行されてきた.19世紀末頃一私

企業がかなり探査を試みたがただちに開発するに足る

ほどの金鉱床は発見されず資金の欠乏もあって探査は

中止されるに至った･以後組織的な調査は何等行なわ

れなかった模様で今はただ現地人が採金をつづけてし･

るにすぎ狂い.

瑠⑰Kh叡m(107,211E;13.51'N)

本鉱床は合金礫層と閃緑岩の遊人体に関係ある合金�



一60一

石英脈とである･時々椀かけによる採金カミ行なわれて

いるという.

V'oe皿neSai(Ton16Sanのj11に臨む)の北西約20たmに

角閃花開岩と黄鉄鉱に富む石英閃緑岩とから由来する

小砂金鉱床があると伝えられる1

本県にはこの他金鉱脈の存在カミ多数知られいずれ

もおそらく先カンブリア紀のものと思われる結晶片岩類

や花開岩避入体の地域にみられる.

4)K困m聾｡㎜gThom(又はKompongThom)県

本県には金の既知鉱兆が一つありこれは閃緑岩に移

り変わるモンゾナイト質花開岩中にあるPhnOmChi

Sudの含鉱脈破砕帯と関係がある.本鉱兆はホルンフ

ェルス中の石英脈若干からなるもののようである.

5)タイ国境に近いPhmm珊m舳M蝸s

当域においては石灰岩が断層をうけ石英･流紋岩･

微花開岩などの脈がありこの石英脈中に合金黄鉄鉱の

鉱化作用が少々みられる.経済的価値は今のところ小

のようである.

宿灰岩

国内に露出する石灰岩は大部分ウラリアン(新期石炭

紀後期)および二畳紀のもので石灰岩の純度は地域

によりまた露頭により異なるカミいずれも石灰原料とな

ることは現在および過去において焼いて石灰を作る

に用いられていることから明かである.現在注目され

ているのは西部の臨批amb劃皿g(からSisophonへ

の)地域と南東のKampot地域との二つである.両

地域とも石灰岩の露頭欄密で道路･都市･工業などの

インフラストラクチャｰも発達している.この地域で

は平原から垂直な崖の石灰岩丘が多数屹立し既設道路

･鉄道からの便のよいものが多い.この他将来性のあ

るものは北部のStungTrengである.ここはセメ

ント工場としての立地条件がよくことにコンクリｰト

ダムが建設されるとなればさらに条件はよくなる.

現在セメント工業はプノンペン･コムポンソム(元

のシャヌｰクビノレ)間の幹線交通運搬路に当るKompot

地区の石灰岩地域に集中している.ChakreiTingセ

メント工場は1964年に開かれたこの国最初のセメント

工場でプノンペンから道路で131た㎜の点に位置する.

同工場の1967年度のセメント生産額は58,000tこれに

対し全国の消費量は約17万tで不足分はこれを輸入に

仰いだ.さらに同工場の拡張工事が1967年に始まり

1969年の全音畠カは11万tを目標とし同年の実生産高

は59,169tであった.計画では同国のセメント需要

額は1975年までには年間約32万tに上ると想定され

したがって第二のセメント工場が年間能力約30万tの予

定で計画されていた.

ChakreiTing工場は中共派遣の調査団の調査結果

にしたがって設定されたもので同調査団によればセ

メント用石灰岩は工場周辺に900万t以上同じく原料

用粘土は8長mへだたったところに81万3,000tあるとい

う.セメント用の鉄と石菅とはさし当り輸入しており

将来国産品を用いるようになるかもしれないが現在の

ところ同工場付近には発見されていない.

国連開発計画の援助による第二次調査は1966年一19

67年に行なわれセメント工場の拡張のためKompot地

区にさらに原料用の石灰岩と粘土とを確認するのを目的

としていた.石灰岩はさらに5,000万t粘土は1,000

万tをそれぞれ目標としていたが石灰岩は9,000万t

がChaしreiTing工場の東gkmの丘phnomLaangの

南東側に確認された.組織的探査の一端を示すと分析

試料69件その結果許容範囲以上の不純物は全体とし

て存せず一般にカノレジウム分高く(93-99%CaCO｡)

MgO分は2%以下珪酸･鉄･アルミナ･硫酸塩は全

部少量である.将来の計画としては探鉱坑道調査カミ

ありこれによってドロマイト層あるいは燐酸塩の充填

する割れ目があるかどうかを探ることとしもしかかる

不純物があっても分離しうれば別途利用することカミ者え

られていた.

錫鉱

国内唯一の既知錫鉱床は1964年国の南西部Ca･d缶

mOme山地の東側にみつかった錫石鉱床である.これ

につづいて1964年から1966年にわたりフランスのB･R･

G.M.がこの国政府のため調査をすすめその最終報

告書は1967年提出をみている.その結論とするところ

では稼行するに足るほどの錫石の濃集は母岩にも沖積層

中にもみられなかったがこの錫鉱床のこの国最初の発

見は今後他の地質的に有望な地域でもっと大きな鉱

床が発見される猪口になる見込ありとしている.

この錫鉱床はK㎜ngAy(104.07!E;11.33!N)と

いわれるところにありKompongSpeu県のプノンペ

ンから西95kmにある.初生鉱床は熱水鉱床で微花

嗣岩･半花商岩･グライゼンおよび石英などの網状をな

す脈･岩脈中にある.これらの諾脈はKcho1の大きな

モンソナイトｰ花商岩地塊の南方延長部に当るKnong

Ay花闇岩地塊の周縁帯をよこぎっている.これら諸

派をもたらしたKnongAy(またはTasa1)花開岩の年

代は1億8,800万年前(三畳紀末ま牟はジュラ紀初期)�
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とされている.これらの脈中には周囲をとりまく三畳

紀およびデボンｰ石炭紀の水成岩類をも切るものがあり

これらの水成岩は接触変質により局部的に変質している.

したがってこれら火成岩の迷入も錫の鉱化作用も三畳紀

以後おそらく初期ジュラ紀とされている.錫石は半

花商若々脈特にグライゼン脈中に散在し平均直径0.12

-O.5mmの微粒をなす.石英脈には少量の方鉛鉱･

閃亜鉛鉱･黄銅鉱･重晶石および螢石を含むものがあり

稀に灰重石･マンガン鉄重石をみることもある.グラ

イゼン脈は平均錫分O.02%を含む.

含錫石鉱脈の露頭以下の斜面には錫石の残留鉱床･

沖積鉱床が断続的にあってこれらはODamPenhの

小渓谷およびその付近の流れの中やTuo1Cha良のグラ

イゼンの丘の一部やその付近の優白岩質細粒花陶岩の

あるものの中などにみられる.沖積鉱床中の錫石は調

査の結果分布範囲が限られており非常に細粒なこと

が明かになった.すなわち直径0.5mm以下のものが

95%0.12mm以下のもの62%という状態で本鉱床は

稼行不能とされている.沖積鉱床の平均含有量はm3

当り8-129一である.さらに残留鉱床･初生鉱床とも

同様稼行不能とされその理由としてはグライゼン･半

花開岩の脈自体カミ風化をうけること比較的少なく錫石

の回収がひきあわないのも一因としてあげられる.

以上のべたごとくKnongAy鉱床は一床稼行不能と

の結論に立至ったもののこの国最初の含錫花商岩の発

見としての意義は非常に大きく調査に当ったフランス

のB.R.G.M.も他の花商号遊人体を注意深く再検討する

よう勧告しているがタイ国南東部の当国に隣接する地

域にも錫石が最近発見されているので西部におけるか

かる調査は特に有意義と思われる.

珪砂

プノンペン付近のStungMeanCheyに年間計画生産

能力3,000t一生としてビシｰの国営ガラス工場が1966

年稼働を開始しこれに対する原料の石英を確保する見

地から資源調査が行たわれた.その結果砂岩･珪岩

･低品位の砂だとは不適とされたがTramKhnarにお

ける石英および碧玉の丘とTukSapの浜砂とを開発す

ることとなった.

TramKhnar村のすぐ東プノンペンｰKampot間の

道路からあまり遠からぬところに五つ小丘がありほぼ

N6ぴWの方向に走る背斜中に露出するデボン紀一石炭

紀のphtaniteおよび碧玉がみられる.付近に送入す

るTOn1ξBati花陶岩のためホルンフェルス化し潜晶

質珪質岩となっていて再結晶の結果自色石莱化した

部分も多くそのため石英脈と誤られたこともある.

事実鉱床全体としてはホルンフェノレス化より後期または

同時の白色石英脈若干がこれを切っている.岩石全体

は西方に向かって普通の碧玉に漸移する.

これらphtani{eおよび碧玉は含有鉄分が少ない場合に

は将来この国の珪酸塩資源となるものであるが採掘と

粉砕の必要な点とから経済的に割が悪く現在のところ

ただバラス用に使われているのみである.西海岸およ

び南海岸の浜砂は主としてCa･damomes山地の地表に

ある砂岩が風化分解して生じたものであるが純度高く

珪酸資源として好適な場合がある.Kampot県のTuk

Sap(賂103,411E;10欄!N)は珪砂の純度高くプノ

ンペン･KompongSom間の国道に近という利点がある

ため珪砂の主産地となっている.上記国営ガラス工

場で使用された珪砂の量は表4に示したとおり1969

年度3,000t1970年度2,200tであった.この珪砂産

地はさらにのびてKompongSom湾岸全域にわたり鉱

量はほとんど無尽蔵である.同湖ζ東隣するReamの

入江の周辺にはOT･εsの古期海浜砂丘をなす同様きわ

めて高純度の珪砂がある.

StungMeanChey国営ガラス工場の珪砂その他の原

料および生産に関する統計若干を第4表に示す.

温泉･鉱泉

国内には数か所に温泉があるが営利を目的として開

発されたものは一つもない.その内前記B.R.G,M｡

の調査団により調査されたもの三その他二つの以前報

ぜられたものはみつからなかったという.

眺皿gT｡(KompongSpeu県)のものは最大でおそ

らく唯一の高温の温泉と思われる.当身は酉Kcho1･

KnongAy両花崩岩山地の間のKcho1大断層上に位置

し分析結果では硫黄泉でアンチモン･マンガン･鉄を

少量含む.泉源における最高水温は75.Cで平均流

量は毎秒6立である.付近にはかなり流質ガスが噴出

しており硫酸塩等をみる.

Ph㎜m肋u皿疋㎝hの鉱泉も前記断層上にありこ

こではこのKcho1大断層はKnongAy山地中にのびて

同山地を両断している.付近には石英脈と前記念錫花

開岩とがある.当身はガス体の噴出もたく熱くもな

く主要含有成分はHCOパSiO畠･Ca･MgおよびMで

ある.

Kratie県svaych鵬㈱の鉱泉は重炭酸塩泉で小さ

な冷泉である.溝によって共同洗濯場および貯水池に

みちぴかれている.含有物は少なく乾季にはほとん�
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ど水がなくなる.以前報ぜられて今回みつからなかっ

たという二泉は一つは食塩泉も一つはただ鉱泉とい

われるものでこの他にも一つ重要な温泉がHanChai

の北にあるといわれるものの確認されていない1

石墨の産地若干が報ぜられている.一つは南部の

TukMeas付近phnoInChacKh1eyの二畳紀石灰岩

中に層状をなすもので他は同じく南部のKa㎜pot川上

流のKos1aにおける弁礫化した石灰岩中のものである.

岩塩およびカリ塩

国内には岩塩･カリ塩ともまだ知られたものがない.

しかしラオスやタイで岩塩を含んでいる中生代の赤色岩

層が当国東部や南西部で広域に分布しているので岩塩

層があることはかなり確実と思われる.ただし北東タ

イやラオスの主要含塩層(所期ジュラ紀または古期白亜

紀)に相当する地層は存し放いと思われるのでしたカミ

ってタイ･ラオスにみられるような厚くかつ広域にわた

る塩層はないものと考えられる.

重品塙

経済的規模の重晶石鉱床はまだ報ぜられたものがない.

地質学的には同鉱床のあってもいい地域が各所に存する.

石綿

1965年には石綿の輸入が96tに達し1966年頃には石

綿屋根材の製造は一工場だけで月産四万枚と報ぜられ

ている.しかしながら今までのところ国内には石綿

鉱床の知られたものはない.

石轡

この国にはしかるべき石膏･硬石膏鉱床の存在はまだ

報ぜられたものが狂い.しかしながらかかる鉱床は

上の岩塩の項にのべた中生代の赤色岩層中に存在する可

能性がありあるいはこの国の広い区域をしめる第四紀

沖積層中にもあるかもしれない.したがって近年終了

した地質図幅調査によってこの件についての情報がえら

れると思われる.ただしエカフェ地域地質図(500万分

の!改訂版1971年目本にて印刷US部12.50説明書と

も)でみられるようにこの国西部北西部のタイと接

する部分ではタイ側では中生代層としているものがただ

ちに沖積層となっている点からみてもこの沖積層とさ

れている広い部分についてはただちにこれをすべて信

用するわけにはいかない｡この他天目製塩の際石膏の

生産があるものと考えられるがこれについては情報が

えられない.

黄鉄鉱

この国にあってはある程度の大きさの黄鉄鉱鉱床の

知られたものはない.しかしこれは特にこの種鉱床の

調査を行なっていないからかもしれない.

銅

銅鉱床については地質ニュｰス201号(1971年5月

号)40頁にすでに報じたのでこれを参照願いたい.

螢石

螢石は熱水鉱脈をなして国内各所にしられているがそ

の産状についての詳報はえられない.

眉墨

ドロマイト(白雲岩)

ドロマイトは北部StungTreng県ThereaBariYoat

(Chuan9)に知られ現在のところ第4表に示したガラ

ス工業の原料用にごく小規模の開発が行たわれているに

すぎ荏い.この鉱床は東経105,461北緯13.33'メコ

ン河にそう県都StungTrengの北西約43kmにある.

鉱床は大部分砂岩･頁岩からなるデボンｰ石炭紀の地層

中に小さなレンズを恋して存し炭酸塩岩のレンズがす

べて同様にマグネシウムを含んでいるわけではないが

露頭の若干をドロマイトとして稼行している.採掘し

たものの一試料の分析結果は次のとおりである:丁

�〳㈮�

���

卩��㌥

埋蔵量はMgO約20%の鉱石百万tの確定鉱量があ

るという･このドロマイトの露頭は1967年以来プノン

ペン付近のガラス工場に供給するため小規模だがら稼行

されており穴ほり溝ほりによって採石ののち近くの

メコン河までトラックで搬出それからプノンペンまで

船積みとする.StmgTrengの西および北40L皿に

至る地区にはドロマイトおよび含マグネシア石灰岩が

多量埋蔵されていることはまず疑いないところである.

粘土

煉瓦･タイノレ･一般陶器製造の中心地として重要なも

のはKompongChhnangおよびKompongChamで

ある.原料の粘土は雑多の不純なカオリン質のもので

家庭用の赤色または褐色の製品にむく.

近年国内の窯業･セメント工業の原料調査が多く行な�
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われた結果各鉱床の様子が大分明らかとなってきた.

ただし国内には現地の粘土を使用する小規模な窯業工

場が何百とあるのであって全国的た粘土鉱床の調査を

行なってその品質･用途を明らかにすることはまだ行な

われたことがなくしたがって以下にのべるところはご

く限られたものについての情報にすぎない.

Xompo亙gCkh蝸ngKoエ]ユpongChhnang県

KompongChhnangは前述のごとく主要窯業地の一

つであるがプノンペンからBattambangへの幹線道路

にそい91k㎜の地点にある.1968年にその近くのカオ

リン質粘土の調査が行なわれている,

An迎｡岨S･･y(PreyKhme･)の南2kmSroしAch

ROmeasに至る道路の東側に下位にある花開岩から由来

した残留粘土の一鉱床がある.この鉱床はKo㎜pong

Chhnangにある一工場に原料粘土を供給のため稼行さ

れその工場の主製品はゴム樹液採取用のコップ(年間

5(〕万個生産)である.この粘土は酸化鉄の斑点が少し

ありこのため製品は黄色をおび陶磁器としては品質が

下がる.一方KompongChhnangの南4kmにあり

同じくSrokAchRomeasへの道路の酉300mにある

Rh㎜mTrokには白色激密なカオリン質粘土で鉄分

のきわめて少ないものの鉱床が一つある.この道路の

東側同じ位の距離に花筒耕の丘のふもとに近くも一つ

同様の白色粘土鉱床がみられる.

KompongChhnangの西60kmのKomre亙9にはノド

さな煉瓦工場がありプノンペンｰPu･sat鉄道線にそい

Bamno長･Komreng両停車場の中間にある.

PrekKak(Sa1aSrokSt皿皿gT醐ng)(!05.32!E;

12.15'N),KompongCham県

当地の位置はKompongChamからメコン河を測るこ

と約35km同河の右痒にある.粘土鉱床は厚い古期沖

積層で広さ数良m･2にわたり河に臨む高さ30㎜の崖

をなす･おもな粘土層は厚さ20m以上白色アルコｰ

ズ質(長石質)粘土よりなり石英の小粒および流紋岩

の破片若干を含む｡現在はメコン河岸に小さな煉瓦工

場が一つあるだけであるが1967年には陶磁器製造用に

適した粘土が十分あるかどうか調べるため調査が行なわ

れた.現地調査の限りでは好適の模様であるがさら

に化学試験を行なった上で採取所･ふるい分け工場な

ど開設の可否を決定するこ･とになっていた.

P岨sat県Tr舶W地方の｢パゴダイト｣質粘土(パゴダイ

トの項参照)

高級カオリン資源は既知のものに乏しいところから

1967年上記Trasey(またはPhumTrasei賂103.45'E;

12.00!N)のいわゆるパゴダイト鉱床について調査が行

たわれた.一試料の化学分析結果ではDanaの定義に

よるパゴダイトよりはむしろカオリンに近いと放って↓･

る･1967年の調査結果では国内窯業において分野に

よってはこのTraseyパゴダイトはChinac1ayとし

て使用できようとされている.しかるべき沖積白色粘

土とまぜれば粘土が可塑性を与え一方パゴダイトは

適当匁アルミナ含有量を与えることになる.

Traseyの村はPursatの南約110kmの僻地で鉱床

は村の酉3-4kmのところに集っている.現在はその

辺郡たためこの鉱床開発に難点があるが材木切出しの

道路が作られるみこみがありそう恋れば鉱床までトラ

ックを入れることができるように放る.

これら多数のパゴダイト鉱床中もっとも交通の便の

いいものが精査されその結果数十年間は彫刻用･窯

業用ともに十分な鉱量のあることが判明した.この鉱

床のパゴダイトにつき分析56件が行なわれ試料の大部

分は多少ともカオリン質であるが巾には二次的珪化作

用をうけたものもあることが判った.ともあれ彫刻用

･窯業用に適したパゴダイトの分布ははっきりしたわ

けである.本城の他のパゴダイト鉱床については交通

の便が悪くまた精査されていない.

セメント用粘土一Kampot県phnomSar(Phum

�慰�湧卡��

Phno㎜Sarの粘土坑はプノンペンｰKampot間の

幹線道路でプノンペンから141.5しmの地点の東にあ

りその粘土の供給先ChakreiTingのセメント工場

からは7.5た㎜の距離にある.この粘土鉱床は最初

1960年代初期に中共政府派遣の調査団によって調査さ

れ12ヘクタｰルの鉱区を同セメント工場がとりセメン

ト用粘土813,000tの埋蔵量が計算されていた.粘土

層は現世のもので厚さ5mの均一の層である.1967

年末までに約10万'tの生産があった.鉱量カミ少ないと

ころから!967年に至り国連開発計画の援助による調査

が実施されその結果粘土層の既知面積は30ヘクタｰ

ノレに拡大された.その上深部には試錐によっては適

当な粘土層カミさらにみつかったものもあり場所によっ

ては可採粘土層の厚さが10mをこすものとみられるに至

った･各区4万m2の7区画にわたって局部的に計算

しただけでも確定埋蔵粘土量は210万m3となり比

重2.6とすれば約550万tの鉱量となってこのセメント

工場に多年にわたって粘土を供給するだけの十分の鉱量

があることとなる,�
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ボｰキサイト質粘土一臨砒Ch趾｡皿g(ボｰキ

サイトの項参照)

Mondu1kiri県Senmonorom近傍のHautChh1ong

高原の玄武岩質溶岩類特に火山灰や凝灰岩の部分に由

来した粘土類はアノレミニウム資源として興味がありボ

ｰキサイトの項に詳述したからその項を参照願いたい.

かかるボｰキサイト質粘土はまた耐火材原料として利

用の道がある.

カオリンのその他の産地

以上の他カオリンの所在が報晋られているものには

KompongThom県Sand伽およびKampot県Kampot

があるが詳細たことは不明である.

紫水晶および水星

宝石用･光学ガラス用にむく石英が若干の地から知ら

れてはいるものの稼行しうるほどのものではたい.

おも注ものはラオス･クメｰル国境地方の流紋岩中の

ものおよびこれに由来した残留鉱床中のもののようであ

る.紫水晶と水晶とはこの流紋岩中の晶洞や割れ目

中に生じ紫水晶中には宝石に在るものもあるという.

また水触も光学ガラス用として用いられるかどうか試験

のため外国へ送られたというが結果は期待のごとく

ではなかった模様である.

黒玉(Jet)

黒玉は装飾用に用いられる黒色のもので一種の珪質

の木の化石で当国各地にみられる.1934年には12.6

t9,000ピアストル193536両年にはいずれも

各24.3tを産出価格17,000ピアストルをあげ1937年

には9.3tの生産をみた記録がある.

P脱出V蛆e砒県Ko㎜po凧gS醐1里皿地方

この地方は本県北辺ラオス国境近くにありDonTon

(105.17'E;14,021N)とAnlongChau(105,131E;

13.57∫N)の二か所に産しそれぞれ県都TbengMean

Cheyの北東40km東北東28k㎜に位置する.

黒玉の産するのはクメｰノいタイ国境をなすDang

Rek山脈を作っているジュラ紀の砂岩層の中で局部的

に珪化した木の中に産する.かつて比較的綴密た黒玉

のレンズを宝石･装飾用石として現地人用に採取したこ

とが時々あり1930年から1940年の間には平均年産

10tから15tに達したという.最近の情報によると

An止㎎Chauの村は廃村となりDonTonはKak

Hoek･KakK疵あるいはKraKhatとして知られてい

たということである,

パゴダイト

前述のとおりパゴダイトはおもにPursat県Trasey

で採掘されている.パゴダイトはいつの喚か不明であ

るカミ古くからT･aseyで彫像や装飾品として彫刻されて

いた.色は緑･紫･べ一ジュ･桃色･灰色･白だどで

流紋岩の溶岩や凝灰岩の分解作用に由来する.時に誤

って｢Pursat大理石｣とよばれパゴダイトというのも

やかましくいえば誤称である.Traseyパゴダイトの

化学分析の結果をみると少なくともその試料はパゴダ

イトの標準定義にはそぐはずカリウムその他のアノレカ

リ分が痕跡程度しかないという点で純粋のカオリナイト

にごく近い(下表参照).
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純粋の白雲母45,338.4

Traseyのパゴダイト44,239.4

純粋のカオリナイト46,539.6
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前に粘土の項で記したとおり1967年Traseyのパゴ

ダイトが窯業用にも適するかをみるため調査が行なわれ

その結果は肯定的なものであった.

ボｰキサイト

国の東部にあるHautChh1ong台地にはこの台地

を形作る第四紀の塩基性火山岩類が風化してボｰキサイ

ト質紐土ができている.ボｰキサイトはまた西部の

Battambang地方の二畳紀(およびおそらくデボンｰ石

炭紀)の石灰岩中にも胚胎する.

Battambang地方のボｰキサイトについては十分の調

査が行なわれておりその結果開発の見込みはなく

したがって調査の続行も不要となっている.しかし

HautChhlong台地の含アルミナ土壌については調査

はまだ端緒についたばかりの段階にありさらに地貌学

的調査を先行させた上で組織的祖試料採取を伴う調査

を行なうことが必要である.現在のところこの両地方

以外にはボｰキサイト調査を行なうべき地域は知られて

いない.

たお1969年末には日本政府派遣の調査団によって将

来Sambor本流計画から生ずる電力を利用しKo皿p㎝g

S0㎜にアノレミニウム製錬工業を設定する可能性について

の調査が行なわれその報告書は1971年公けにされた.

前記B･ttamb泓n9･H･utChh10n9両地域のボｰキサイ

ト調査も元来は将来メコン河開発によって生ずべき莫

大な量の電力をメコン河下流々域内およびその近隣で

何とか消費するため電力を多量に必要とするアノレミニ�
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ウム製錬工業の誘致が考えられできれぱその原料たる

ボｰキサイトをもメコン河下流々域そのものの中に見山

して利用したいという考えから発したものである･ボ

ｰキサイトの最初の報告は1963年E.SAURINによっ

て公けにされつづいてメコン委員会のCruys調査団が

!964年にその報告書を提出した･さらにこの調査団の

勧告によりCa･工e1による調査が行なわれその報告書

は1966年公けにされた.

国内には地質学的にはボｰキサイトあ存在が可能な

地域として次の4つがあげられる:一

1)北酉クメｰルBattambang地方の石灰砦丘群

2)東クメｰルHautChhlon9の高位玄武岩台地

3)東部および中央クメｰルの低位玄武岩台地

4)南西クメｰルのCardamome山地申の玄武岩の露出群.

しかしこの内最初の二地域のみカミ実際的な意味をもっ

ていることがわかりその他の地域についてはさらに調

査の要はないようである.

腕枇8㎜b醐g地方のボｰキサイト

燐鉱の項にものべたように北酉部Battambang地方で

は第四紀層の平原から屹立する多数の二畳紀石灰岩の

丘がみられこの中に層をなしてボｰキサイト鉱床のあ

ることがE.SムUR瓜の認めるところとなった.これら

ボｰキサイト層は普通のボｰキサイトのようにはみえ

ずむしろ普通の赤色泥灰岩あるいは粘土のようである.

しかし一方石灰岩中の泥灰岩状の層カミいずれもボｰキ

サイト質というわけではない.

当地方のボｰキサイト試料の化学分析結果15件の示す

ところではA120339-63%Si023-25%Fe2037-

43%Ig.1oss10-17%でボｰキサイトとしてはあま

りよく狂いやや珪質のものである.埋蔵量はCA醐肌

によれば露天掘可能のものは300万tしかなくさら

に大量のものがみつかる見込みは狂いという.当地域

のボｰキサイト鉱床は結論として次のような理由から

開発不能とされる･すなわち:一

�
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鉱石の品質が不定なこと

珪酸および酸化第二鉄の両者または片方が通常多量にすぎ

ること

鉱石中には変質してダイヤスポアｰとなっているもののあ

ること

その他の不純物特にカオリナイトが存すること

鉱量が小さすぎること

二畳紀の地層カミ急斜し構造が複雑でコストのかからぬ露

天掘カミ不能泣こと恋とからで･ある.

固8砒｡hh亙｡皿g台地のボｰキサイト質紅土

HautChh1on9台地は当国東縁にあり国境を東にこ

えてベトナム領内にのびている.台地は第四紀の玄武

岩質溶岩･火山灰の厚層からなる･

塩基性火山岩からなる同様の高台はベトナムの中央部

や南部ラオスの南部にも広く払っている.かかる高

原地域はいずれもボｰキサイトの点からみて望みがあ

るカミ現在までに調査されたのはHautChh1㎝g台地

のみである.この台地もCRUYs調査団がまず調べ続

いてCA鵬ELの調査するところとなった.これら玄武

岩台地がボｰキサイトを包蔵すちのは現世の気候下の風

化の条件による.

化学分析成果の示すところではHautChh1ongの火山

岩類の中にはその風化成生物カミ珪質ボｰキサイト質粘

土となっているものがあり試料によってはボｰキサイ

ト鉱として扱えるものもみられる(表5参照).

かかるHautChh1ong高台のボｰキサイト紅土の発見

は当国のみならず全メコン河下流々域内でも現世ボｰ

キサイトの成生を示す最初の例である.これら鉱床は

現在の地表またはその近くにあり水平的に広がっている

ならば容易に露天掘りをすることができる.現在まで

の調査は前述のごとく不十分であってさらに組織的に

調査計画をたてて地質図を作成し試料の採取･分析

を行なうことが必要で調査は高台の頂部の溶岩流につ

いてのみでなく全溶岩灘について吟味する必要がある.

表5:HautChhlong台地のボｰキサイト質岩類等の分析結果

一Cmys調査団による一(%)

�玄武洞:����

�新鮮又は�玄武岩山�表土:黒��

��来の残留�褐亀豚�表土:赤�紅土

�やや風化�粘土�色��(3試料)

�したもの����
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